












































































































































































































装されているのでそれを利用することができる．これらの Reasonerは Reasoner Registryクラスを
利用することで取得することができる．
図 9　jarファイルをクラスパスに含みコンパイル 図 10　jarファイルをクラスパスに含み実行
図 11　推論に使用する RDFデータ 1 図 12　推論に使用する RDFデータ 2
75
非文字資料を対象とした Ontologyデータベースに対する RDF推論の適用
　RDFSや OWLに関する Reasonerは一般に Ontologyやスキーマとともに使用する．ある特定の
Ontologyやスキーマについてバインドを行い，専門の Reasonerを作ることもできる．それには
Reasonerの bind-Schema （Model model）メソッドを使用する．引数には Ontologyやスキーマの情





　ダウンロードした Jenaの ZIPファイルを解凍するとソースや APIDocsなど様々なファイルが得





　図 11は推論に使用する RDFデータの 1つである．7行目の PurposeOfUseは使用目的の意味であ
る．8行目の rangeは目的語，9行目の domainは主語を表す．これにより使用目的の主語は KIRI
（錐），目的語は Hole（穴をあける）ということを表す RDFデータとなる．
　図 12も推論に使用する RDFデータの 1つである．7行目から 9行目で「MITSUMEGIRI（ミツ








　この推論プログラムの推論を行う基本的な流れは「13，14行目の ReasonerRegistry. getRDFSS 
imple Reasoner （　）メソッドにより必要な Reasonerを取得する．15，16行目で Resonerにスキー
マのデータをバインドする．18，19行目のModelFactory. createInfModel （reasoner, model）メソッ
ドにより Inf Modelオブジェクトを生成する」である．
　この推論プログラムを図 11，12のデータに対して行う．
　Jenaの libというフォルダに入っている 14個の jarファイルをクラスパスに含むようにしてコンパイ
ルする．
　図 15に示したような結果が得られる．図に書いてあるように Holeに KIRIのタグが追加され，
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